
海岸に生え、テンツキに似ているが、全体無毛、茎は直立してやや硬く、高さ40-60cm、小穂は黄褐色で、

ほとんど栗褐色を帯びず、狭長楕円形で、長さ7-15mm。

県内では1ヶ所で確認されていたが、生育地では消失し
た。人と自然の博物館にて、個体および種子が保存さ
れている。2020年版でAランクからEWに変更した。

海浜の環境を本種が生育可能な状態に回復させ、増殖
した集団を戻す必要がある。

EW

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

標本：頌栄短大コレクション

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…ナガボテンツキ
環境省ランク… －Fimbristylis  longispica  Steud. var. longispica

人為性 特殊性 学術性

■ 県内分布

加古川市、高砂市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由


